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ダム建設に当たって再検討の必要性
石沢進

ダムの建設には、ダム建設により、上流に生活する人々

と、下流に生活する人々との相互理解とその必要性を十分

検討すべきである。すでに計画を予定されているダムにつ

いても根本的な観点から再考すべきであると考える。

これまで、建設されたダムの可否についても当然その反

省を行い、人間生活にどうしても不可欠なダムであること

の意義をそれぞれのダムについて評価すべきである。ダム

の中には、その地域の住民とは無関係か、殆ど関係ない状

態でダム建設至ったケースもあるように思う。例えば、本

誌第15号に掲載した角田山の乙尻沢のダムの目的は何であ

ったか、いまでも疑問が残り明快な説明を願いたいと思っ

ている。ダム建設にあたっては、自然環境の十分な調査の必要性

っいても、本誌19号に「道路、ダムなどの建設に伴う植物の

実態調査と保護」を取り上げてみたが、小冊子の掲載であ

り、社会的な話題にならないで、その後の改変に効果が及

んでいない。
2000年1月3日の朝日新聞の社説に「ダムが生存を脅かす」

が、掲載されており、多分編集の都合で内容は生態系の頂

点に立つワシ・タカが話題として取り上げられているが、そ

の背景には、森林とその構成要素がかかわり合っているは

ずであり、生態系の保全を考慮すべき指摘であり、植物を

無視できないはずである。ダムを一つ建設するに当たって

の生態系に及ぼす影響の重大さを再考して、次代に悔いの

ない方向を目指して頂きたいと願っている。ダムが建設さ

れれば、それを境に上流域・下流域の植物相に多大の影響

が生ずることを見逃して頂きたくないと念願している。竺




